
病名・病状による受入れ対応早見表

　＊入居前に医療情報提供書、当社書式の健康診断書、ADL表を提出していただく。
　＊下記医療行為に関わる業務に関し、覚書にて同意書をいただく。

H31年4月現在　　
病名 受入れ対応状況 備考

鼻腔 △ ADLの状況による
胃ろう ○ 食費の値引きあり
IVH（中心静脈栄養・２４時間点滴） ×
感染症（MRSA） ○ CRP正常なら可、原則個室対応にて
感染症（疥癬） △ 完治後の入居
感染症（B型・C型肝炎・HBS） ○ 治療不要なら可
感染症（梅毒） ○
感染症（HIV） △
感染症（結核） △ 現在排菌なしが条件
感染症（緑膿菌） △ 提携医の判断による
バルーンカテーテル ○
DM（インシュリン） ○
透析 ○
ペースメーカー ○ 施設内は携帯電話使用者有
在宅酸素 ○ リットル数確認
ALS（筋萎縮性側索硬化症） △ 提携医の判断による
ストーマ、ウロストミー（尿管皮膚瘻） ○
ストーマ・人工肛門 ○
気管切開（閉じてない場合） △ 夜間吸引有の場合不可
人工呼吸器 × 夜間吸引有の場合不可
褥瘡 ○
吸引 △ 夜間吸引有の場合不可
ターミナル ○ 提携医の判断による
暴力行為 △ 施設長面談により判断
認知症、徘徊 ○

　　　※○受入可能　△要相談　×受入不可能

その他
受入判断
待機期間
入院時

介護付有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）
ホームステーションらいふシリーズ共通（医療依存度の高い方は、２４時間看護師常駐の川口へ）

提携医、施設長、施設看護師が健康診断書・面談にて判断
希望施設がｵｰﾌﾟﾝ前、満室の場合他施設での待機可能
居室ｷｰﾌﾟが可能（入居施設の月額料金による）


